
様式1

環境配慮工事ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 作成（更新）年月日 平成19年4月25日

事業名 ため池等整備事業 地区名 二ノ沢 市町村名 五所川原市

工種 ため池

配慮事項区分 生態系の保全 施工年度 平成18～22年度予定

農業地域類型 平地農業 地形勾配 1/1,000以下

事業による影響 工事中の生息場所の制限

配慮施設に対する
保全対象生物の
選定及び選定理由

魚介類、底生動物、植
物、鳥類、両生･爬虫･
哺乳類、陸上昆虫類

調査により生息が確認された生物

保全対象生物の生活史等から見た配慮事項

配慮施設の構造等
を検討する際に留意
した事項

ため池全体が多様な動植物の生息場所となっている。特にホロムイイチゴは県の最重要希少野生生物で
五所川原市の天然記念物に指定されている。
本事業では堤体改修及び洪水吐の新設を行うが、その施工範囲は必要最小限になるよう努める。

配慮施設の位置を
決定する際に留意
した事項

配慮施設なし

環境配慮5原則区分 最小化

配慮施設の構造 施設の設計条件等

施設名称 二ノ沢ため池

用水期間

代掻き期 -

箇所数
延長

L=511.8ｍ
普通期 -

非灌漑期 -

主要構造 コンクリート矢板

配慮施設の非灌漑期の
水の有無、確保状況

有

水深(cm) 流速(m/s) 流量(m3/s)

1.用水路 1.用水路 1.用水路

代掻期 代掻期 代掻期

普通期 普通期 普通期

非灌漑期 非灌漑期 非灌漑期

2.排水路 2.排水路 2.排水路

1/2流量 1/2流量 1/2流量

護岸 コンクリート矢板

1/10流量 1/10流量 1/10流量

非灌漑期 非灌漑期 非灌漑期

水路勾配
護岸勾配
土羽勾配

施設底 土砂

施設諸元

二次製品
使用有無

有

西北二ノ沢地区
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施設平面図及び構造図

施設写真

写真説明

西北二ノ沢地区
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環境配慮施設の設計条件等の決定根拠・参考文献

施設の構造・規模の決定根拠等 参考文献（引用、出典）

堤体改修及び洪水吐の新設に関し、その施工範囲は必要最小限にな
るよう努める。

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

区分 調査有無 調査の種類 時期 回数 調査方法 施設の状況

施工前 有
魚介類、底生動物、植
物、鳥類、両生･爬虫・
哺乳類、陸上昆虫類

H18
2回

（７～12月）
タモ網、目撃法等 土砂堆積：有

施工中

施工後

工事中
の一時的
避難

避難有無

無

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
結果概要

施工前

魚介類　：　確認種-８種、希少種-メダカ、モノアラガイ
底生動物　：　確認種-７種、希少種-モノアラガイ
植物　：　確認種-１８４種、希少種-ﾎﾛﾑｲｲﾁｺﾞ、ﾀﾑｷﾓ、ｴｿﾞﾅﾐｷｿｳ
鳥類　：　確認種-３９種、希少種-ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ他５種
両生･爬虫・哺乳類　：　確認種-２種、希少種-なし
陸上昆虫類　：　確認種-１５種、希少種-なし

施工中

施工後

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果
からの評価

工事の施工範囲は必要最小限になるよう努める。ため池の水抜きは最小限かつ部分的に行う
ことが望ましい。改修は段階的に行い生物の移動時間の確保に努めること。

西北二ノ沢地区
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営農を考慮した工法の検討

営農上の課題、農家の意見・要望 左に対する工法等の工夫点 その他の課題

維持管理を考慮した工法の検討

維持管理上の課題 左に対する工法等の工夫点 その他の課題

環境配慮施設の施工面での留意点、工夫点

留意点 特になし

工夫点 特になし

環境配慮施設の今後の維持管理方法

留意点 特になし

環境配慮施設の工事費
（諸経費を含む）

なし

実施設計担当者職氏名 主幹　奈良　港

工事実施担当者職氏名 主幹　奈良　港、　主査　工藤保、　技師　木村康祐　

施工後ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ担当者職氏名 主幹　奈良　港、　主査　工藤保、　技師　木村康祐　

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ作成（更新）者職氏名 主幹　奈良　港

西北二ノ沢地区
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ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果資料

改修前調査結果

西北二ノ沢地区
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その他特記事項

改修前調査状況写真

魚介類調査

両生･爬虫･哺乳類類調査

植物調査

鳥類莉

西北二ノ沢地区
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